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1
0
/
28

、
静
岡
市
内
に
お
い
て
、
参

議
院
議
員
榛
葉
賀
津
也

2
0
1
7

政
治

セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
貨
物
鉄
産

労
か
ら
は
、
東
海
地
区
本
部
冨
田
副

委
員
長
・
本
部
小
山
特
別
執
行
委

員
・
他

1

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
足

元
の
悪
い
中
、
約
３
０
０
名
の
有
権

者
が
参
加
、
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
も
総
勢

３
０
名
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。 

榛
葉
賀
津
也
議
員
に
よ
る
、
開
会

挨
拶
後
、
来
賓
を
代
表
し
て
連
合
静

岡
中
西
清
文
会
長
が
挨
拶
さ
れ
、
次

い
で
各
地
方
市
議
会
議
員
の
紹
介

後
、
今
回
の
講
師
で
あ
る
増
子
輝
彦

参
議
院
議
員
に
よ
る
講
演
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

自
分
自
身
の
経
歴
を
交
え
な
が

ら
、
政
治
家
の
志
と
は
、「
選
挙
に
強

く
な
る
こ
と
」。
強
く
な
る
と
い
う
こ

と
は
、「
強
い
組
織
」
と
「
熱
い
有
権

者
と
の
信
頼
関
係
」
が
大
変
重
要
で
、

榛
葉
賀
津
也
議
員
は
、
犇
々
と
感
じ

る
若
い
議
員
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
大

い
に
活
躍
す
る
場
を
能
え
て
い
き
た

い
。 ま

た
国
民
一
人
一
人
か
ら
集
め
て

い
る
税
金
か
ら
賄
っ
て
い
る
、
政
党

交
付
金
の
使
い
途
、
政
党
・
選
挙
制

度
の
改
革
、
安
部
政
権
に
よ
る
今
後

の
政
治
の
流
れ
等
を
話
さ
れ
、
ま
た
、

原
発
に
於
け
る
核
燃
料
の
最
終
処
分

場
の
誘
致
を
、
残
り
の
任
期
で
議
員

生
命
を
全
う
し
た
い
と
力
強
く
語
ら

れ
ま
し
た
。 

続
い
て
、
榛
葉
賀
津
也
議
員
に
よ

る
政
治
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
民
進
党
の 
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衆
議
院
選
挙
に
於
け
る
今
回
の
経
緯

と
、
今
後
の
政
治
改
革
と
年
金
問
題
、

選
挙
論
点
、
社
会
問
題
、
予
算
問
題
、

憲
法
問
題
、
税
金
の
正
し
い
使
い
途
等

を
熱
く
語
り
、
政
治
セ
ミ
ナ
ー
を
終
え

ま
し
た
。 

私
達
は
、
「
戦
争
法
案
に
は
頑
固
反

対
」
の
立
場
で
あ
り
、
今
後
の
政
治
動

向
を
注
視
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。  

 

第
２
６
回
Ｊ
Ｒ
連
合 

愛
知
県
協 

定
期
委
員
会
が
開
催 

9

月15

日J
R

東
海
ユ
ニ
オ
ン
名
古

屋
本
部
に
お
い
て

J
R

連
合
愛
知
県
協

議
会
第

2
6

回
定
期
委
員
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
本
委
員
会
に
は
執
行
委
員

と
代
議
員
合
わ
せ
て4

5

名
が
参
加
し
、

貨
物
鉄
産
労
か
ら
は
奥
田
、
川
口
、
橋

爪
の
３
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
定
期
委

員
会
で
は
昨
年
度
の
活
動
の
総
括
と
今

後
の
活
動
に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
し
ま

し
た
。
会
議
終
了
後
に
は
懇
親
会
も
開

催
さ
れ
、
業
種
を
超
え
た
環
境
で
働
く

仲
間
と
の
連
帯
を
深
め
ま
し
た
。 

役
員
改
選
に
よ
り
議
長
が
猿
渡
議
長

か
ら
鎌
田
議
長
へ
、
ま
た
貨
物
鉄
産
労

か
ら
は
奥
田
副
議
長
か
ら
橋
爪
副
議
長

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

     

Ｊ
Ｒ
連
合 

三
重
県
協
第
２
６
回
定
期

委
員
会
を
開
催 

9

月2
2

日
（
金
）1

8

時3
0

分
よ

り
三
重
県
勤
労
者
福
祉
会
館
に
て

三
重
県
協
議
会
第

2
6

回
定
期
委
員

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
入
谷
議
長

の
挨
拶
に
続
き
、
来
賓
の
東
海
地
協

尾
内
議
長
の
挨
拶
を
受
け
、
そ
の

後
、2

0
1
6

年
度
経
過
報
告
並
び
に

2
0
1
7

年
度
活
動
方
針
（
案
）
等
が
執

行
部
よ
り
提
起
さ
れ
、
質
疑
応
答
の

後
、
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
委
員
会
宣
言
が
採
択

さ
れ
、
最
後
は
入
谷
議
長
の
力
強
い

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
委
員
会
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。 

尚
、
常
任
委
員
の
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。 

 

 

第
２
７
回
本
部
青
年
部 

中
央
委
員
会
開
催
！ 

全
国
の
仲
間
が
集
ま
る
！ 

１
０
月
２
８
日
（
土
）
新
大
阪
に

お
い
て
、
第
２
７
回
本
部
青
年
部
中

央
委
員
会
を
開
催
し
、
全
国
か
ら
１

１
名
の
仲
間
が
結
集
し
ま
し
た
。 

開
会
挨
拶
後
、
資
格
審
査
を
行

い
、
委
員
会
が
成
立
し
、
ご
来
賓
に

Ｊ
Ｒ
連
合
青
年
・
女
性
委
員
会
よ
り

新
倉
議
長
、
本
部
よ
り
大
杉
執
行
委

員
長
に
お
越
し
頂
き
、
議
長
に
東
海

地
区
本
部
橋
爪
さ
ん
を
選
出
し
議

事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
ス
ロ

ー
ガ
、
ン
（
案
）「
明
る
く
、
楽
し 

い
、
魅
力
あ
る
青
年
部
活
動
を
展
開

し
よ
う
」
が
提
起
さ
れ
、
続
い
て 

 

執
行
部
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
経
過
報

告
、
今
後
の
活
動
方
針
が
示
さ
れ
、
質
疑
応

答
に
入
り
ま
し
た
。
質
疑
で
は
、
ボ
ー
ナ
ス

交
渉
や
、
新
人
事
賃
金
制
度
等
、
多
く
の
質

問
が
出
さ
れ
、
質
問
に
対
し
、
大
杉
委
員
長

が
一
つ
一
つ
丁
寧
に
説
明
や
考
え
方
を
示

し
ま
し
た
。 

執
行
部
に
よ
る
集
約
答
弁
後
、
そ
れ
ぞ
れ

の
採
択
に
入
り
、
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
役
員
改
選
に
入
り
、
新
執

行
部
が
成
立
、
鈴
木
新
青
年
部
長
に
よ
る
、

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
、
会
を
終
え
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
場
所
を
移
動
し
、
懇
親
会
を
開

催
し
、
さ
ら
に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

新
本
部
青
年
部
三
役 

青
年
部
長 

 

鈴
木
教
仁
（
東
海
） 

副
青
年
部
長 

有
木
大
地
（
九
州
） 

書
記
長 

 
 

千
葉
大
樹
（
北
海
道
）  

 

 

榛
葉
賀
津
也2017 

政
治
セ
ミ
ナ

ー 

 

   


